
419.52 当該値

16.8 17.7 18.5

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

450.04 468.52 549.69 平均値 14.2 15.4716.99 755.76 821.18 平均値 432.95 434.94平均値 597.00 692.33 756.79 809.73 876.36 平均値 691.42 685.63

629.53 550.67 414.73 405.79

R02 R03

442.26 当該値 449.28 391.25 265.15 264.62

R03 R04 R05R02 R03 R04 R05 R06 R04 R05 R06R06

9.0295.31 当該値 7.9 7.7 8.9 9.0

2. 経営の効率性

全体総括

　乗合事業は利用者が少ない為、収入が低くなって
おり、費用は平均より低い値ではあるが、営業損失
が大きくなっている。利用者の状況を分析しつつ、
さらなる利用者増加を目指す。
　貸切事業は、団体での観光利用が主となってい
る。利用者が増加すれば、本事業の収益が増加する
だけでなく、島内産業の活性化に寄与できる。積極
的な観光誘致活動により、利用者増加及び収益増加
を目指す。
　近年の職員給与費増加や物価高騰で、経営悪化が
見られるが、経営戦略をもとに長期的な視点で事業
運営を行っていく。R02 R03 R04 R05 R06

　経営の効率性に関する表は乗合事業のみに関する
内容となっている。
　令和4年より運行効率化のため、運行経路・ダイヤ
の変更を行っており、令和4年度以降はそれ以前と比
較して②走行キロ当たりの運送原価、③走行キロ当
たりの人件費、④乗車効率すべてやや改善が見られ
る。
　②走行キロ当たりの運送原価は平均より低い値と
なっていることから、費用は他の事業者以上に効率
的な経営を行っていると考えられる。
　収入は、一般会計からの補助金等を含めた金額の
ため、①走行キロ当たりの収入は②走行キロ当たり
の運送原価に近い値となっているが、収入の多くが
補助金等で④乗車効率は平均より低く、乗客からの
運賃による収益は少ない。
　さらなる経営効率化のため、運行経路やダイヤの
検討を進めていく。

R03 R04 R05 R06 R02 R03

当該値 629.62 545.57 461.85 525.60

R02

75.2

■平均値⑤ 23.4 23.9 20.6 21.3 21.8

59.0 平均値 74.5 75.4 76.0 75.210.4 平均値 53.2 56.9 54.610.3 9.6 10.4

■平均値⑥ 244.7 231.7 214.7 205.8 209.1

78.51,123.6 1,000.0 82.6 82.6 168.1 当該値 41.1

■当該値⑥ 1,577.2 1,554.6 1,253.7 1,322.2

9.7 0.0 80.6 92.2 87.8 当該値71.2 64.3 6.6 6.3 12.0 当該値

57.21,404.3 平均値 9.6

■当該値⑤ 75.4

R04 R05 R06 R02 R03R02

38.082.1

2. 経営の効率性について

126.8 108.4 107.1 116.8 110.5 平均値

R04 R05 R06R06 R02 R03R04 R05

0.0 2.8 3.2263.2 当該値 16.6 9.0

58.4 66.5 64.7 61.0 58.1

236.8 270.257.4 53.3 50.7 当該値 345.4 159.1

71.4 76.9 83.4 87.5 87.6 平均値

R06

平均値 83.7 89.7 96.8 100.0 100.1 平均値

R06 R02 R03 R04 R05R06 R02 R03 R04 R05R02 R03 R04 R05

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

 八丈町一般旅客自動車運送事業は乗合事業と貸切事
業を行っており、その両事業を合算した内容となっ
ている。
○事業の状況
物価高騰で全ての費用が増加傾向にあり、②営業収
支比率は徐々に悪化している。それに対し、一般会
計や東京都から補助を受けて、①経常収支比率を増
加させている。②営業収支比率改善のために、利用
者及び営業収益の増加を図る必要がある。
○独立採算の状況
車両燃料費（軽油費）の高騰などで⑥利用者１回当
たり運行経費は平均と比べて、高い値となってい
る。その費用を補てんするため、一般会計及び東京
都から多額の補助を受けている。⑦他会計負担比率
は令和4～6年度の補助金のうち、都補助金が多く、
一般会計補助金が少なかったため、それ以前と比べ
て低い値となっている。補助金が収益の大きな割合
を占めており、利用者及び営業収益を増加させる必
要がある。
具体的には、乗合事業については、便利で手ごろな
移動手段として周知を図り、貸切事業については、
積極的な観光誘致活動により利用者の増加を目指
す。また、貸切事業は物価高騰による費用増加に合
わせた適正な料金への改定検討を進めていく。
○資産及び負債の状況
道路拡幅により事務所移転を求められていたが、令
和5年度に移転した新事務所が完成したことで帳簿原
価が大きくなり、⑨有形固定資産減価償却率が低下
した。
また、事務所建設の財源に企業債を充てたため、⑧
企業債残高対料金収入比率は急激に増加した。企業
債は長期間にわたり償還が続くため、長期的な視点
で資産確保に努める。

R02 R03 R04 R05 R06

当該値 100.0 99.5 104.3 110.5 98.1 当該値 26.7 35.1

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

16 - 無 無

10,000

- 45.4 186 11

121 119

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 100,000 91,000 10,000

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 89 91 121

20,000

経営比較分析表（令和6年度決算）
東京都　八丈町

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 R02 R03 R04 R05 R06
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